
新
装
置
は
、
金
属
有
機
構

造
体
（
Ｍ
Ｏ
Ｆ
）
を
吸
着
材

に
用
い
る
点
が
特
徴
。
Ｍ
Ｏ

Ｆ
は
高
い
比
表
面
積
と
吸
着

選
択
性
を
備
え
、
水
蒸
気
を

含
む
状
態
で
も
Ｃ
Ｏ
２

を
選

択
的
に
吸
収
で
き
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
従
来
必
要
だ
っ
た

除
湿
工
程
を
省
略
で
き
、
装

置
コ
ス
ト
や
運
用
コ
ス
ト
を

削
減
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン

パ
ク
ト
化
が
可
能
と
な
る
。

装
置
は
長
瀬
産
業
の
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
が
製
作
。
Ｍ
Ｏ
Ｆ

は
ア
ト
ミ
ス
が
開
発
す
る
。

回
収
し
た
Ｃ
Ｏ
２

は
貯
蔵

後
、
炭
酸
ガ
ス
直
接
利
用
や

化
学
品
製
造
、
燃
料
化
な
ど

多
様
な
用
途
に
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
排

ガ
ス
を
資
源
と
し
て
循
環
さ

せ
る
Ｃ
Ｏ
２

リ
サ
イ
ク
ル
を

実
現
し
、
産
業
界
の
脱
炭
素

化
を
後
押
し
す
る
。

長
瀬
産
業
と
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
、
ア
ト
ミ
ス
は
圧
縮
・

冷
却
ユ
ニ
ッ
ト
や
熱
交
換
器

を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム

構
成
を
提
案
。
排
ガ
ス
か
ら

１０
％
程
度
の
濃
度
で
含
ま
れ

る
Ｃ
Ｏ
２

を
効
率
的
に
分
離

・
濃
縮
し
、
濃
度
を
９９
・
５

％
ま
で
高
め
ら
れ
る
と
い

う
。顧

客
評
価
用
の
小
型
の
試

験
機
の
準
備
を
進
め
て
お

り
、
２
０
２
６
年
度
か
ら
顧

客
の
実
排
ガ
ス
で
試
験
が
で

き
る
体
制
を
整
え
る
予
定

だ
。「
工
場
に
よ
っ
て
排
ガ
ス

の
傾
向
が
異
な
る
た
め
、
自

社
環
境
で
本
シ
ス
テ
ム
の
適

用
性
を
簡
易
的
に
検
証
し
た

い
と
い
っ
た
顧
客
の
声
に
沿

っ
た
評
価
体
制
を
整
え
る
」

（
同
社
）。ま
ず
は
化
学
品
や

食
品
工
場
へ
の
普
及
を
狙
う

計
画
だ
。

長
瀬
産
業
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
、
排
ガ
ス
由

来
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
回
収
す

る
装
置
を
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
京
都
大

学
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
ア
ト
ミ

ス
（
神
戸
市
、
Ａ
ｔ
ｏ
ｍ
ｉ
ｓ
）
の
３

社
で
開
発
に
取
り
組
む
。
対
象
は
主
に

ボ
イ
ラ
ー
や
加
熱
炉
と
い
っ
た
中
小
規

模
・
低
濃
度
（
約
１０
％
程
度
）
の
排
出

源
で
、製
造
現
場
で
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
。
３
社
は
、
ラ
ボ
で
の
基

礎
開
発
を
終
え
、
１０
月
中
旬
以
降
に
実

証
実
験
を
行
う
予
定
だ
。

排
ガ
ス
Ｃ
Ｏ
２

を
資
源
に

ボ
イ
ラ
ー
・

加
熱
炉
向
け

Ｍ
Ｏ
Ｆ
活
用
回
収
装
置

長
瀬
産
業

京大発新興などと今月実証へ




